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6/４(日)うんとこしょ－共に活きる街の介護人養成講座 

「花田宛でアジサイを見よう」10 時 越谷生活館 

５/１７，６/２１（水） 

Lunch Cafe どっこいしょ 1２時 世一緒 

 

 

 

 

 

 

共に活きる介護づくりから共に働く街づくりへ 
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定期総会とシンポジウムのご案内 
 若葉の中、真夏日がまじる季節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

 昨年のこの時期、下記のようなお便りをさしあげました。 

「当会は１０年余りにわたり、多数の障害者の就労支援、職場参加を進めてきました。昨年５

月に就労支援センター受託を終えたことを機に、新たな活動のステージへ移行しようとしていま

す。これまでの『職場・地域へ押し出してゆく』活動から、「職場・地域で分け隔てられている同

士が出会い、関わり合い、ぶつかりあい、折り合いを探ってゆく」活動への移行です。」 

 

この言葉を裏書きするかたちで、昨年暮れに「Lunch Café どっこいしょ」を開催し、仕事おこ

し懇談会 in こしがやに参加するワーカーズコレクティブキッチンとまと、ファミリーリンク越

谷、さいたまＮＰＯセンター越谷支部などの協力をいただき、世一緒にふだんつきあいのない多

彩な人々が集まり交流しました。そして、今年度は、5月から毎月第 3水曜に開くことになりま

した。 

さらに、生活クラブ生協越谷ブロック（5市 1町）のさまざまな事業体、グループが連携して

地域課題解決をめざす地域協議会等との共催で、昨年暮れから準備してきた「うんとこしょ―共

に活きる街の介護人養成講座」が 4月から月一回スタートし、新たな出会いが重ねられていま

す。 

なお、世一緒自体の単独事業としては、「ともまちプロジェクト」、「すいごごカフェ」が、それ

ぞれ毎週月曜、水曜の午後の活動として新たに始まりました。 

これらの試みを踏まえ、「職場・地域で分け隔てられている同士が出会い、関わり合い、ぶつか

りあい、折り合いを探ってゆく」活動を、地域に定着した継続的な事業として展開する方向で、

今年度は本格的な準備に着手します。 

今年度の定期総会では、いつものように世一緒スタッフたちがひとこと報告を行いますが、そ

の多くは就労・職場参加している現場からの報告になるでしょう。また、シンポジウムでは、先

進地域の事例や上記連携団体の報告を受け、新たな事業展開の課題をつめます。 

次ページをご参照の上、ぜひ定期総会とシンポジウムに足をお運びくださいますよう、ご案内

申し上げます。 
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共に活きる介護づくりから共に働く街づくりへ（開催要項） 

１． 名 称：共に活きる街の介護人養成講座うんとこしょ オープニングシンポジウム 

       「共に活きる介護づくりから共に働く街づくりへ」 

２． 内 容：かって障害のある人々が人里離れた施設か家の奥で閉ざされた生活を強いられたり、中に

は「福祉奴隷工場」にも転じた徒弟的な工場で働かざるを得ない状況があった。が、その一方で重

い障害のある人も含め、バリアと差別に満ちた地域の学校や職場で他の人々とせめぎあいながら生

きていたことも見落とせない。ひるがえって現在、教育・福祉・雇用の支援施策の拡充によって、

さまざまな障害のある人々が身近な地域の中で暮らし、働く時代になったが、その半面で障害のあ

る人々には特別な支援が必要で、普通の人が普通に関ったのでは差別にもなりかねないとの意識が

広まった。その結果、いくら支援が増えても支援が足りなくなる状況が生まれている。また、学

校、街、職場で一緒に生きることが往々にして「過重な負担」を強いることとして、予め回避され

る傾向も生じている。 

 こうした支援のジレンマをこえ、さまざまな障害のある人と他の人々が、また異なる障害のある

人々が互いに出会い、一緒に街に出ることを進めるため、生活クラブ生協越谷地域協議会をはじめ 4

団体が、年間にわたり「うんとこしょ―共に活きる街の介護人養成講座」を開催する。この講座に関

ることをひとつの契機にして、当会はこれまでの世一緒の活動や就労支援センター受託の経験を活か

し、生協やワーカーズコレクティブをはじめとする市民団体及び福祉施設等との連携を活かした八百

屋カフェ等の店づくり構想を具体化し、これを地域における就労・職場参加支援の事業として立ち上

げる準備にとりかかる。 

 このシンポでは、他地域の先進事例を学ぶとともに、地域の諸団体の取組の報告を受け、上記の事

業準備を含め共に働く街づくりへ向けてさらなる連携・協働の課題を探る。 

３．日 時：２０１７年６月２５日（日）１４：００～１７：００（受付：１２：５０～） 

４．会 場：越谷市中央市民会館５階第２～３会議室 （越谷市越ケ谷 4-1-1） 

５．会 費：会員５００円 非会員７００円（資料代） 

６．プログラム 

総合司会：ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

   問題提起：「共に活きる介護づくりから就労・職場参加支援事業準備へ」 

山下 浩志さん（当会事務局長） 

パネルディスカッション： 

  パネリスト：堀 利和さん （共同連代表） 

伊藤 勲さん（ＮＰＯ法人やまぼうし理事長） 

        飯島 信吾さん（インターネット事業団） 

小川 秀一さん（ワーカーズコープ・就労継続Ｂ型事業所ひよせ） 

岡田 英夫さん（ローカルアクセス） 

清水 泰江さん（生活クラブ生活協同組合越谷地域協議会） 

日吉 孝子さん（当会運営委員）  

  コメンテーター：越谷市障害福祉課（依頼中）） 

  春日部市障害福祉課（依頼中） 

コーディネーター：朝日 雅也さん（埼玉県立大学社会福祉子ども学科教授） 

  手話通訳（予定）  地下駐車場（１時間無料、その後３０分毎に１００円） 

７．主 催：ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 

〒343-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 職場参加ビューロー・世一緒内  

８．後 援：越谷市（決定） 春日部市（依頼中） 
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すいごごカフェ 5/31～7/１ 1 時半のゲスト  

5/31 日（水） 

山﨑昭二さん 

人形のひな源 

しらこばと笛絵付け 
人形師としてはもちろん、時に戯曲作家、社会評論家等

多彩な経歴をもつ山崎さん作の越谷土産「しらこばと

笛」の絵付けを教えていただく貴重な時間。 

6/７日（水） 

大家けい子さん 

さいたまＮＰＯセンター 

越谷支部 

ケアをケアすること 
頻発する介護殺人の現実と「老いの文化」、「癒しの文

化」の復権につながる経験の交流・蓄積と。介護者サロ

ンから見えてきたことは。 

14 日（水） 

山脇雅史さん 
元世一緒障害者スタッフ 

表現者としての日常 
教会、ダンススタジオの他、ランニングや市民運動等

積極的に街に出ながら、トラウマの「発作」を地震にな

ぞらえた絵や facebook で表現し提起し続ける。 

２１日（水） 

平野栄子さん 
介護保険チェアクラブ 

要介護の喜怒哀楽から 
要介護・要支援の高齢者たちは何を思いどう生きて

いるか。多くの本人たちに会い、自ら 99 歳の母を介護

している地域現場からのレポート。 

２８日（水） 

西陰 勲さん 
だれもがくらしやすいま 

ちづくり実行委事務局 

まちづくりの友人達 
越谷市バリアフリーマップへの全面協力や避難所一泊

体験を重ねる中で、障害のある人々とその他の人々が支

え合い、ぶつかりあった交友録をひもとく。 

7/１日（水） 

水谷淳子さん 
医師（耳鼻咽喉科） 

めまいって何だろう 
崩れる、回る…なじんでいた世界がゆらぎ、不安が募

る。めまいとは何だろう。めまいを友とするとは。神経

耳科治療の経験をふまえて。 
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すいごごトーク：農と食の周辺から 

４月から毎週水曜午後は 13：00 から「すいごごカフ

ェ」を世一緒で開いています。13：30 からのゲストト

ーク、5日は倉川秀明さん（左）。有機農業を営む畑の

野菜の花や小生物の貴重なスライドを使ってのクイ

ズで楽しく学びました。12 日は佐藤真知子さん（右）

ワーカーズコレクティブ「たのしい輪」の佐藤真知子

さん。「たのしい輪」は生活クラブ生協の越谷生活館で

組合員への荷分け作業と建物の管理業務を請け負う

事業所。6 人が出資して働き、収入から給料を分け合

う仕組みだそうです。ちなみに倉川さんは、生活館内

の別のワーカーズコレクティブ「キッチンベル」に野

菜をおろしています。 

すいごごトーク：日常の中の病と医 

 

4 月 19 日のゲストは精神科に通院する息子さんと

暮らす笹川暁枝さん。ひきこもり、幻聴と話す息子は

彼なりに頑張っているんだなと。そのおかげで自分も

世界が広がったと述べられました。昔保育園勤務の頃、

自閉症の子が口にした「自分のことでせいいっぱい」

という言葉を想い起し「これっていい言葉ですよね」

と笹川さん。息子さんや将来を思いわずらうのではな

く、自分を精いっぱい生きることが大事だと。 

26 日は耳鼻科医の水谷淳子さん。花粉症という身近

なテーマに、参加者からの質問が相次ぎました。戦争

で禿山になった土地に植えられ復興、高度成長に盛ん

だった林業が細り、放置された杉の花粉が風に乗り都

市の環境の下で免疫反応をひき起こす…。精神の病も

肉体の病も、人が世界、自然と関わり合う日常を映し

出しているようです。 

 

うんとこしょ・介護人養成講座 

定期総会・シンポジウムのご案内などにあるよう

に、生活クラブ越谷ブロック地域協議会等との共催

で「うんとこしょ」が始まりました。表紙の集合写

真はオープニングの東越谷での花見、そして上の写

真は 5月 7日生活館で開かれた座学第 1回のようす

です。当会の運営委員で世一緒ファシリテーターの

日吉さんの電動車いす試乗が大人気。次回は 6月 4

日（日）、花田苑へお出かけ企画です。 

水上公園今年も花の季節が始まる 

しらこばと水上公園の花壇、写真は 4月 10日、総

勢 36人で除草と花がら摘みをしてパンジー、ビオラ

がくっきりした状態。5月連休明けからこれらの株を

抜いて地拵え中です。夏の花を 19日に植えますよ。 

越谷・水辺の市でライブ続ける 

ｗakko と kakkun のタンク☆ポップ（KID レコード）

が、昨年から毎月第 2火曜、越谷市役所東の葛西用

水ウッドデッキで開催される越谷・水辺の市で昼を

挟んで 2回ライブを行っています。こしがやエフエ

ムのミュージックステーションで「てくてく歩いて

ゆこう」のコーナーも持っている二人です。Kakkun

撮影の越谷風景の絵葉書もいい味出してます。

職場・地域ひろがり 

つうしん 
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ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 
当会はみなさまの会費と寄付金等により支えられています。どうぞ、ご協力をお願いします. 

〒344-0023 埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101 世一緒内（ハローワーク斜向かい） 

048-964-1819（fax 共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  http://www5b.biglobe.ne.jp/~yellow/ 
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フ
が
や
さ
し
い
の
で
二
年
目

を
む
か
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
社
長

も
若
く
て
や
さ
し
い
で
す
。
今
年
二
年

目
か
ら
は
通
院
日
以
外
は
休
む
こ
と

な
く
作
業
頑
張
り
た
い
で
す
。 

今
出
来
る
こ
と
に
色
々
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。
体
調
を
整
え
な
が
ら
で

す
が
…
…
。
私
の
目
標
は
定
年
ま
で
ク

ラ
ウ
ド
９
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
夢
で

も
あ
り
希
望
で
も
あ
り
ま
す
。 

不
器
用
だ
っ
た
り
体
調
の
弱
い
面
は

あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

 
  

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

み
さ
よ 

 

世
一
緒
に
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

交
流
で
き
て
、
話
し
が
出
来
，
知
ら
な
い

事
や
や
り
た
い
こ
と
を
学
べ
る
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア

は
リ
ハ
ビ
リ
な
の
で
、
な
か
な
か
卒
業

で
き
な
い
の
が
も
っ
た
い
な
い
な
と
自

分
は
想
っ
て
い
ま
す
。
気
持
を
新
た
に

社
会
に
つ
い
て
い
き
た
い
で
す
。 

    

 
 
 
 

 
 
 

 
 

小
川 

武 

 
先
月
、
三
日
間
コ
コ
ロ
ス
キ
ッ
プ
、

名
刺
の
点
字
、
包
装
を
体
験
し
ま
し

た
。
包
装
は
以
前
民
間
の
会
社
で
体
験

も
有
り
、
ス
ム
ー
ズ
で
き
ま
し
た
。
点

字
文
字
は
、
あ
行
～
わ
行
の
文
字
点
が 

難
し
く
、
点
字
説
明
書
を
見
な
が
ら
勉
強

し
な
が
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

青
木 

繁
明 

私
は
デ
イ
ケ
ア
が
月
水
金
に
変
り
、
と

て
も
重
圧
か
ら
逃
れ
ら
れ
、
大
変
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
も
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

一
日
の
生
活
は
、
６
時
頃
お
き
て
、
手
洗

い
、
洗
顔
、
せ
ん
た
く
、
朝
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
、
天
気
予
報
を

き
い
て
、
食
事
後
散
歩
を
し
、
マ
ッ
ク
に

い
き
、
友
達
が
い
れ
ば
３０
分
位
お
し
ゃ

べ
り
を
し
、
家
に
か
え
る
と
い
う
数
日
続

き
ま
す
。
夕
方
風
呂
に
入
り
、
後
は
夜
半

ま
で
テ
レ
ビ
を
見
て
、
く
す
り
も
良
く
き

く
の
で
朝
は
め
ざ
め
も
い
い
で
す
。 

デ
イ
ケ
ア
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
で

活
動
を
し
ま
す
。
絵
手
紙
、
書
道
、
お
笑

い
の
時
間
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

で
も
お
金
の
使
い
方
が
あ
ら
い
の
で
少

し
反
省
を
し
て
い
ま
す
。
今
は
す
っ
き
り

し
た
気
分
で
す
。
世
一
緒
に
く
る
の
が
楽

し
み
で
す
。
デ
イ
ケ
ア
に
な
い
交
流
が
出

来
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  

 

就
労
支
援
Ｂ
型
体
験 

⓼ 

、
少
し
こ
の
ご
ろ
の
近
況
報
告 

 

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち

を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
世
一
緒
は
専
門
家
が
障
害
者
を
指
導
・
訓
練
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
）
や
「
語

る
会
」
、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
主
婦
や
高
齢
者
が
地
元
の
店
や
事
業
者
と
一
緒

に
な
っ
て
街
に
に
ぎ
わ
い
を
創
り
だ
す
た
め
の
「
水
辺
の
市
」
の
手
伝
い
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
元
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。 
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